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非同期ミラーペアを管理します

SANtricity System Managerで非同期ミラー関係を削除する

ミラーペアを削除して、ローカルストレージアレイ上のプライマリボリュームとリモー
トストレージアレイ上のセカンダリボリュームからミラー関係を削除します。

このタスクについて

孤立したミラーペアに関する次の情報を確認します。

• 孤立したミラーペアは、一方（ローカルストレージアレイまたはリモートストレージアレイ）でミラー整
合性グループのメンバーボリュームが削除され、もう一方では削除されていない場合に発生します。

• 孤立したミラーペアは、アレイ間の通信がリストアされ、ミラー構成の両サイドでミラーパラメータが調
整されたときに検出されます。

• ミラーペアを削除すると、孤立したミラーペアの状態を修正できます。

手順

1. メニューを選択します。Storage [非同期ミラーリング]。

2. [ミラーペア*（Mirrored Pair *）]タブを選択します。

ミラーペアの表に、ストレージアレイに関連付けられているすべてのミラーペアが表示されます。

3. 削除するミラーペアを選択し、* Remove *をクリックします。

4. ミラーペアの削除を確認し、* Remove *をクリックします。

結果

System Managerは次の処理を実行します。

• ローカルストレージアレイ上とリモートストレージアレイ上のミラー整合性グループからミラー関係を削
除し、リザーブ容量を削除します。

• ホストがアクセス可能なミラーリングされていないボリュームに、プライマリボリュームとセカンダリボ
リュームを返します。

• 非同期ミラーペアを削除することで、非同期ミラーリングタイルを更新します。

SANtricity System Managerで予約容量を増やす

ストレージオブジェクトに対するコピーサービス処理に使用される物理的に割り当てら
れている容量であるリザーブ容量を増やすことができます。

Snapshot処理の場合は、通常はベースボリュームの40%、非同期ミラーリング処理の場合は、通常はベース
ボリュームの20%です。一般には、ストレージオブジェクトのリザーブ容量がフルに近付いているという警告
が表示されたときに、リザーブ容量を拡張します。

作業を開始する前に

• プールまたはボリュームグループ内のボリュームのステータスが最適で、変更処理の実行中でないことを
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確認してください。

• プールまたはボリュームグループに容量の拡張に使用する空き容量が必要です。

プールまたはボリュームグループに空き容量がない場合は、未割り当て容量を未使用ドライブの形式でプ
ールまたはボリュームグループに追加できます。

このタスクについて

次のストレージオブジェクトの場合、リザーブ容量は8GiB単位でのみ拡張できます。

• Snapshotグループ

• Snapshotボリューム

• 整合性グループメンバーボリューム

• ミラーペアボリューム

プライマリボリュームで多数の変更が見込まれる場合や、特定のコピーサービス処理のライフサイクルが非常
に長くなる場合は、リザーブ容量の割合を高くします。

読み取り専用のSnapshotボリュームのリザーブ容量は増やすことはできません。リザーブ容量
が必要なのは、読み取り/書き込みのSnapshotボリュームだけです。

手順

1. 選択メニュー：Storage（Pool & Volume Groups）

2. 予約容量*タブを選択します。

3. リザーブ容量を増やすストレージオブジェクトを選択し、*容量の拡張*をクリックします。

リザーブ容量の拡張ダイアログボックスが表示されます。

4. スピンボックスを使用して容量の割合を調整します。

選択したストレージオブジェクトが含まれているプールまたはボリュームグループに空き容量が存在せ
ず、ストレージアレイに未割り当ての容量がある場合は、新しいプールまたはボリュームグループを作成
できます。その後、そのプールまたはボリュームグループ上の新しい空き容量を使用してこの処理を再試
行できます。

5. [* 拡大（ * ） ] をクリックします

結果

System Managerは次の処理を実行します。

• ストレージオブジェクトのリザーブ容量を拡張します。

• 新たに追加したリザーブ容量を表示します。

SANtricity System Managerでミラーペアボリュームの予約容
量設定を変更する

ミラーペアボリュームの設定を変更して、ミラーペアボリュームのリザーブ容量が残り
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少なくなったときにSANtricity System Managerからアラート通知を送信する割合を調
整できます。

手順

1. 選択メニュー：Storage（Pool & Volume Groups）

2. 予約容量*タブを選択します。

3. 編集するミラーペアボリュームを選択し、*表示/設定の編集*をクリックします。

ミラーペアボリュームのリザーブ容量の設定ダイアログボックスが表示されます。

4. ミラーペアボリュームのリザーブ容量設定を適宜変更します。

フィールドの詳細

設定 説明

アラートの送信しきい
値

このスピンボックスを使用して、ミラーペアのリザーブ容量が残り少なく
なったときにSystem Managerからアラート通知を送信する割合を調整し
ます。

ミラーペアのリザーブ容量が指定したしきい値を超えるとSystem

Managerからアラートが送信されるため、前もってリザーブ容量を増やす
ことができます。

1つのミラーペアのアラート設定を変更すると、同じミラー
整合性グループに属するすべてのミラーペアのアラート設
定が変更されます。

5. [保存（Save）]をクリックして、変更を適用します。

SANtricity System Managerでレガシーシステム上に作成され
たプライマリボリュームのミラーペアを完了します。

SANtricity System Managerで管理できない従来のストレージアレイにプライマリボリュ
ームを作成した場合は、SANtricity System Managerを使用してそのアレイにセカンダリ
ボリュームを作成できます。

このタスクについて

System Managerで管理可能な別のインターフェイスや新しいアレイを使用する従来型アレイ間で、非同期ミ
ラーリングを実行できます。

• System Managerを使用する2つのストレージアレイをミラーリングする場合は、ミラーペア作成手順です
でにミラーペアの作成が完了しているため、このタスクはスキップできます。

• このタスクはリモートストレージアレイで実行します。

手順
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1. メニューを選択します。Storage [非同期ミラーリング]。

2. [ミラーペア*（Mirrored Pair *）]タブを選択します。

ミラーペアの表に、ストレージアレイに関連付けられているすべてのミラーペアが表示されます。

3. ステータスが「Incomplete」のミラーペアボリュームを探し、ミラーペアの列に表示された「* Complete

Mirrored pair *」リンクをクリックします。

4. 次のいずれかのオプションボタンを選択して、ミラーペア作成手順を自動と手動のどちらで実行するかを
選択します。

◦ 自動--新しいセカンダリボリュームを作成します

セカンダリボリュームを作成する既存のプールまたはボリュームグループを選択して、ミラーペアの
リモート側のデフォルト設定を受け入れます。デフォルト設定を使用してセカンダリボリュームにリ
ザーブ容量を割り当てるには、この推奨オプションを使用します。

◦ 手動--既存のボリュームを選択します

セカンダリボリュームのパラメータを独自に定義します。

i. Next（次へ）*をクリックして、セカンダリボリュームを選択します。

ii. セカンダリボリュームとして使用する既存のボリュームを選択し、* Next *をクリックしてリザー
ブ容量を割り当てます。

iii. リザーブ容量を割り当てます。次のいずれかを実行します。

▪ デフォルトの設定を使用します。

リザーブ容量のデフォルト設定はベースボリュームの容量の20%であり、通常はこの容量で十
分です。

▪ データストレージの非同期ミラーリングのニーズに合わせて独自の設定でリザーブ容量を割り
当てる

必要な容量は、プライマリボリュームに対するI/O書き込みの頻度とサイズ、およびその容量
を維持する必要がある期間によって異なります。一般に、次のいずれかまたは両方に該当する
場合は、リザーブ容量を大きくします。

▪ ミラーペアを長期にわたって維持する場合。

▪ 大量のI/Oアクティビティにより、プライマリボリュームのデータブロックの大部分で変更
が発生する場合。プライマリボリュームに対する一般的なI/Oアクティビティを判断するに
は、過去のパフォーマンスデータやその他のオペレーティングシステムユーティリティを
使用します。

5. [*Complete]を選択します。

結果

System Managerは次の処理を実行します。

• リモートストレージアレイにセカンダリボリュームが作成され、ミラーペアのリモート側にリザーブ容量
が割り当てられます。

• ローカルストレージアレイとリモートストレージアレイの間で初期同期を開始します。
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• ミラーリングしているボリュームがシンボリュームの場合、初期同期では、割り当てられたブロックのみ
がセカンダリボリュームに転送されます。この転送によって、初期同期を完了するために転送する必要が
あるデータの量が削減されます。

• ローカルストレージアレイとリモートストレージアレイにミラーペア用のリザーブ容量を作成します。
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